
広
島
市

　
広
島
市
の
北
西
部
に
位
置
す
る
丘
陵
地
４
５
７
０

に
「
住
み
、

働
き
、
学
び
、
憩
う
」
と
い
う
複
合
機
能
を
備
え
た
都
市
拠
点
「
ひ

ろ
し
ま
西
風
新
都
」
の
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
区
域
内
２
カ
所

の
高
速
道
路
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
、
地
区
の
中
央
を
走
る
軌
道
系
の

ア
ス
ト
ラ
ム
ラ
イ
ン
、
市
中
心
部
と
の
間
を
約

分
で
結
ぶ
広
島
高

速
４
号
線
な
ど
、
交
通
の
利
便
性
が
最
大
の
特
徴
。

　
広
島
市
で
は
西
風
新
都
へ
の
企
業
立
地
を
促
進
す
る
た
め
、
企
業

立
地
促
進
補
助
制
度
を
拡
充
し
た
。
建
物
・
機
械
設
備
に
対
す
る
投

下
資
本
額
の
最
大

％

限
度
額

億
円

が
補
助
さ
れ
、
進
出
コ

ス
ト
を
削
減
で
き
る
。 松

本
市

　
松
本
市
の
「
新
松
本
工
業
団
地
」
は
、
長
野
自
動
車
道
の
松
本
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

Ｉ
Ｃ

、
塩
尻
北
Ｉ
Ｃ
か
ら
約

分
の
距
離
に

あ
る
。
本
州
・
長
野
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
首
都
圏
、
中
京
圏

に
ア
ク
セ
ス
が
良
好
だ
。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
松
本
駅
に
車
で

分
、
信
州

ま
つ
も
と
空
港
へ
は
５
分
と
交
通
の
玄
関
口
に
も
結
ば
れ
て
い
る
。

　
市
内
に
は
信
州
大
学
を
は
じ
め
「
松
本
地
域
産
学
官
連
絡
会
」
、

医
療
分
野
で
は
「
信
州
メ
デ
ィ
カ
ル
シ
ー
ズ
育
成
拠
点
」
と
い
っ
た

産
学
官
の
連
携
拠
点
が
充
実
。
近
接
す
る
松
本
臨
空
工
業
団
地
に
あ

る
「
ま
つ
も
と
工
業
支
援
セ
ン
タ
ー
」
で
は
企
業
支
援
の
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
て
い
る
。

立
地
競
争
力

中
小
機
構
関
東
本
部
信
越
事
務
所

　
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構

中
小
機
構

関
東
本
部
信
越
事
務
所

で
は
新
潟
県
の
県
北
地
域
に
位
置
す
る
「
新
潟
中
条
中
核
工
業
団

地
」
、
県
央
部
に
位
置
す
る
「
柏
崎
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
パ
ー
ク
」
の
産

業
用
地
の
分
譲
を
行
っ
て
い
る
。
新
潟
中
条
中
核
工
業
団
地
は
良
質

で
安
価
な
工
業
用
水
道
や

を
超
え
る
大
型
立
地
へ
の
対
応
が
可

能
な
工
業
団
地
で
あ
る
。
柏
崎
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
パ
ー
ク
は
近
年
、
大

手
二
次
電
池
工
場
が
立
地
す
る
な
ど
注
目
さ
れ
、
電
気
料
金
の
最
長

８
年
間
大
幅
補
助
な
ど
が
特
徴
の
工
業
団
地
。
ど
ち
ら
の
団
地
も
首

都
圏
を
は
じ
め
東
北
各
県
を
カ
バ
ー
す
る
「
も
の
づ
く
り
・
物
流
拠

点
」
と
し
て
、
好
立
地
な
物
件
で
あ
る
。

千
葉
県

　
千
葉
県
は
今
年
、
新
た
な
工
業
団
地
の
造
成
を
決
め
た
。
臨
海
部

の
袖
ケ
浦
市
と
内
陸
の
茂
原
市
の
２
団
地
に
つ
い
て
、
２
０
１
７
年

度
の
分
譲
に
向
け
て
整
備
を
行
っ
て
い
る
。
最
大

億
円
の
補
助
金

な
ど
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
立
地
優
遇
制
度
で
、
多
様
な
企
業
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
。
東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
の
料
金
引
き
下
げ
継
続
に
加

え
、

年
度
中
に
圏
央
道
の
木
更
津
東
―
東
金
間
も
開
通
予
定
で
、

利
便
性
は
さ
ら
に
向
上
す
る
。

　
都
心
、
空
港
、
港
湾
へ
抜
群
の
ア
ク
セ
ス
環
境
を
誇
る
千
葉
県
。

月

日
に
東
京
、

日
に
大
阪
で
企
業
誘
致
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
、
森
田
健
作
知
事
が
千
葉
の
立
地
優
位
性
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
。

主
要
産
業
団
地
の
紹
介
〈
順
不
同
〉
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適
正
な
国
際
分
業
の
進
展

と
い
う
も
の
の
、
国
内
で
の

工
場
立
地
、
設
備
投
資
が
著

し
く
減
少
す
る
と
、
産
業
空

洞
化
が
進
展
す
る
。
そ
れ
を

回
避
す
る
べ
く
国
内
立
地
推

進
補
助
金
な
ど
が
交
付
さ

れ
、
効
果
を
上
げ
、
企
業
、

地
域
か
ら
の
高
い
評
価
を
受

け
て
い
る
。

　
し
か
し
、
こ
れ
以
外
の
諸

外
国
と
の
競
争
条
件
の
イ
コ

ー
ル
フ
ッ
テ
ィ
ン
グ
へ
の
歩

み
が
遅
す
ぎ
る
の
で
、
国
内

立
地
を
指
向
す
る
企
業
か
ら

こ
の
ま
ま
で
は
国
内
に
見
切

り
を
つ
け
、
海
外
に
生
産
拠

点
を
移
さ
ざ
る
を
得
な
い
と

す
る
意
見
が
高
ま
っ
て
い

る
。
産
業
空
洞
化
を
回
避
す

る
た
め
に
は
国
内
で
の
工
場

立
地
、
設
備
投
資
を
増
や
し

雇
用
、
需
要
を
創
出
す
る
と

と
も
に
、
一
定
の
生
産
・
技

術
・
開
発
水
準
を
持
続
し
て

行
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
の
た
め
に
は
、
昨
年
の

本
紙

年
９
月
７
日

で

指
摘
、
提
案
し
た
よ
う
に
、

国
や
自
治
体
は
産
業
界
の
要

望
に
早
急
に
応
え
、
六
重
苦

な
ど
を
解
消
、
国
際
競
争
力

の
強
い
事
業
環
境
を
整
備

し
、
立
地
競
争
力
を
高
め
、

諸
外
国
と
の
競
争
条
件
を
イ

コ
ー
ル
フ
ッ
テ
ィ
ン
グ
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
第
一
は
円
高

の
収
束
、
法
人
税
率
の
引
き

下
げ
、
投
資
減
税
の
拡
充
、

イ
ン
フ
ラ
コ
ス
ト
の
引
き
下

げ
、
補
助
金
・
助
成
金
の
交

付
、
規
制
緩
和
の
促
進
、
経

済
連
携
の
促
進
を
図
る
こ

と
。
第
二
は
総
合
特
別
区
域

制
度

国
際
戦
略
総
合
特

区
、
地
域
活
性
化
総
合
特

区

な
ど
を
活
用
し
、
産
業

集
積
、
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
の

中
核
集
積
拠
点
形
成
、
戦
略

産
業
都
市
づ
く
り
な
ど
産
業

集
積
拠
点
の
整
備
を
急
ぐ
こ

と
。
第
三
は
世
界
の
ゲ
ー
ト

ウ
エ
イ
で
あ
る
国
際
港
湾
、

国
際
空
港
と
の
関
係
を
重
視

し
た
産
業
集
積
拠
点
の
整
備

を
急
ぐ
こ
と
で
あ
る
。
産
業

集
積
拠
点
は
企
業
、
大
学
、

国
公
立
研
究
機
関
な
ど
が
一

団
の
空
間
の
中
で
、
集
積
の

利
益
を
享
受
で
き
る
も
の
が

望
ま
し
い
。

　
ま
た
、
工
場
の
国
内
立
地

と
地
域
活
性
化
を
と
も
に
実

現
さ
せ
る
た
め
に
は
、
企
業

の
立
地
行
動
や
地
域
の
立
地

環
境
を
分
析
し
、
大
都
市

圏
、
地
方
圏
に
お
け
る
適
正

な
産
業
立
地
の
方
向
を
示
す

ビ
ジ
ョ
ン
を
作
成
す
る
必
要

が
あ
る
。

　
し
か
し
、
国
が
最
近
、
国

内
立
地
を
推
進
す
る
た
め
の

政
策
を
矢
継
ぎ
早
に
打
ち
出

し
て
い
る
こ
と
は
高
く
評
価

で
き
る
。
事
業
費
補
助
金

や
、
税
制
・
財
政
・
金
融
・

補
助
金
、
規
制
緩
和
な
ど
優

遇
措
置
を
持
つ
特
区
な
ど
は

か
つ
て
な
い
画
期
的
な
も
の

だ
。
東
日
本
大
震
災
被
災
地

へ
の
対
応
も
怠
り
な
い
。

　
す
な
わ
ち
、
経
産
省
は
従

来
の
特
別
償
却
制
度

企
業

立
地
促
進
法
に
基
づ
く

に

加
え
、

、

年
度
に
低
炭

素
型
雇
用
創
出
産
業
立
地
推

進
事
業
費
補
助
金
、

年
度

に
国
内
立
地
推
進
事
業
費
補

助
金

対
象
・
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
の
中
核
と
な
る
代
替

が
効
か
な
い
部
品
・
素
材
分

野
、
将
来
の
雇
用
を
支
え
る

高
付
加
価
値
の
成
長
分
野
の

生
産
拠
点

、
革
新
的
低
炭

素
技
術
集
約
産
業
国
内

立
地
推
進
事
業
費
補
助

金
、

年
度
に
原
子
力

災
害
周
辺
地
域
企
業
立

地
補
助
金
、
ふ
く
し
ま

産
業
復
興
企
業
立
地
補

助
金
制
度
を
制
定
、
内

閣
府
は

年
度
に
総
合

特
別
区
域
の
第
一
次
と

し
て
国
際
戦
略
総
合
特

区
７
区
域
、
地
域
活
性

化
特
区

区
域
、
東
日

本
大
震
災
復
興
特
別
区

域
お
よ
び
復
興
推
進
事

業
を
指
定
し
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
低
炭
素
型

立
地
推
進
と
国
内
立
地

推
進
の
補
助
金

表
２

は

７
０
５
件
に
４
３
９
８
億
円

を
交
付
し
た
が
、
こ
れ
は
２

兆
５
１
７
９
億
円
の
設
備
投

資
の
呼
び
水
に
な
り
、

万

２
５
０
０
人

裾
野
産
業
を

含
む

の
雇
用
、
裾
野
産
業

へ
毎
年
８
兆
９
０
０
０
億
円

の
需
要
が
創
出
さ
れ
る
と
し

て
い
る
。
今
後
、
こ
れ
ら
に

続
く
政
策
、
特
に
大
都
市
圏

と
の
格
差
に
悩
ん
で
い
る
地

方
圏
へ
の
立
地
を
推
進
す
る

政
策
に
期
待
し
た
い
。

　
ち
な
み
に
、
オ
バ
マ
米
国

大
統
領
は

年
１
月
、
一
般

教
書
演
説
で
製
造
業
の
国
内

回
帰
を
宣
言
。米
国
で
生
産
、

雇
用
を
創
出
す
る
企
業
に
税

控
除
、
融
資
な
ど
優
遇
措
置

を
講
ず
る
こ
と
を
表
明
し
た

が
、
そ
の
中
で
「
今
や
中
国

で
事
業
す
る
方
が
高
く
つ
き

始
め
て
い
る
。
米
国
の
方
が

利
益
を
も
た
ら
す
」
と
断
言

し
て
い
る
。
日
本
も
早
く
そ

う
断
言
し
た
い
も
の
だ
。


